
大淀町発展ビジョン

～来たい、住みたい、住み続けたいまちをめざして～

令和元年9月16日

大淀町長 岡下守正

令和元年度 第6回 地域フォーラム
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◇大淀町の人口推移

16,510 

17,453 

18,630 

20,015 

20,376 
20,070 

19,176 

18,069 

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

21,000

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

2



◇大淀町の人口将来予測
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◇対応策
•大淀町地方創生総合戦略の策定（平成28年3月）

「来たいまち」 賑わいづくり、観光、情報発信、交流促進など

「住みたいまち」 子育て、教育、安心・安全、定住促進など

「住み続けたいまち」 農業の振興、商工業の振興、産業の育成など
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「来たいまち」①
賑わいづくり、観光、情報発信、交流促進など

道の駅は、立ち寄り場ではな
く、目的地としていただきたいと
考え、昨年から体験型のイベン
トを行っています。

１．茶つみ体験

２．夏休み木工体験

３．柿の葉ずし作り体験
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＜観光イベントの開催＞
毎年秋にフリーハイキングを行っています。今年は、里山とおおよど遺産をめぐるコース

となっています。１０月２６日（土）９時：近鉄ＪＲ吉野口駅集合です。
申し込み不要、参加無料ですので、皆様もぜひご参加ください。
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「来たいまち」②
室町時代に、町桧垣本地区に「桧垣本猿楽
座」が存在し、幅広く活躍していたことが、文
献などから明らかになり、後世に引き継いで
いこうと、平成１４年から能楽プログラムを展
開しています。

また、町内各地に根付いた「地域遺産」を調
査、保存、活用し、次世代に受け継いでいくた
めに「おおよど遺産」の制度を創設しました。

その魅力を伝える人材育成、郷土愛の醸成に
繋がる取り組みを進めています。
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今月２９日に大淀町文化会館にて、大淀遺産
シンポジウム「放光仏誕生」を開催します。

また、毎年恒例となっております能楽座公演
は、今年で第１９回目となります。１１月１６日
に同じく大淀町文化会館で開催します。

ぜひご観覧ください。
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「来たいまち」③
賑わいづくり、観光、情報発信、交流促進など

地域のまちづくり団体の方々が、地域を盛り上げようと毎年、様々な
イベントを行っています。

４月・・・梨の花マルシェ ６月・・・茶摘イベント

７月・・・ウォーターバルーン大会 １２月・・・サンタクロース大作戦

9



「住みたいまち」①
安心・安全、定住促進など

平成２８年４月に本町福神
地区に開院した南奈良総合
医療センターは、地域医療
の中核となっており、２４時
間断らない病院として緊急
医療体制を構築していま
す。

奈良県南部地域の住民に
とって、大変安心して暮らし
ていただけるための施設と
なっています。
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「住みたいまち」②
安心・安全、定住促進など
地域の高齢者福祉は、介護予防を中心にさまざまな施策を展開し
ています。住民ボランティアで構成する介護予防リーダー「スマイル」
は、平成２８年に発足しました。

町の介護予防事業や地域のサロン活動などに積極に参加し、地域
住民の健康増進とコミュニケーションづくりに貢献しています。
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今年８月から地域おこし協力隊として
コミュニティーナースが、活躍しています。

「まちの看護師」として、地域の催しや
サロンなどの集まりに積極的に参加し、

健康相談や生活相談などに応じ、住民が
安心して暮らせるお手伝いをしています。



「住み続けたいまち」①
農業の振興、商工業の振興、産業の育成など

農業の後継者不足に比例して、
耕作放棄地が増えています。これ
を解消するため、昨年から農業塾
を開設しています。

塾生は２年間の累計で１４名、講
師として地元の農家の方や、奈良
県農協の方などにもご協力いただ
き、地域が一体となった取り組みと
なっています。
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「住み続けたいまち」②
農業の振興、商工業の振興、産業の育成など

商工会と連携し、大淀町の特産品を利用し
た新しいブランド商品を開発しました。

１．大和クラシックポークと大和牛を使った

番茶かおる大淀バーガー

２．番茶がゆ

３．番茶にゅうめん

今後も、開発を進め、これらを地場産業の
継続、活性化、雇用の促進に繋げます。
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「住み続けたいまち」③
農業の振興、商工業の振興、産業の育成など
平成３０年度より導入した「地域
おこし協力隊」は、現在６名の隊員
が活動しています。

情報発信、農業振興、商業振興、
コミュニティナース、それぞれの分
野で活躍してくれており、地域の課
題を解決すべく日々奮闘していま
す。

都市部からの移住者であるので、
これまでにない新たな視点で、地
域の隠れた資源を発見、活用し、
交流人口の増加に貢献してくれて
います。
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２０２１年２月に、大淀町は、町制施行１００周年を迎えます

【スローガン】歴史と伝統を重んじ、これからも人が集うまちをめざして
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地域行政の課題

人口減少 少子高齢化 安全対策

地域活性化 文化の継承 産業の振興

行政 地域住民 企業

一体となって乗り越えていく ＝ みんなでまちをつくっていく



ご清聴ありがとうございました
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